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仕
事
を
通
し
て
日
々
成
長

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
７
月
、
淡

路
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
就
労
移
行
支

援
事
業
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
さ

ぬ
き
う
ど
ん
幸
来
」
で
は
、
障
害
の
あ

る
人
が
麺
打
ち
や
接
客
な
ど
を
通
し
て

職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
就
職
先
を
見
つ
け
る
ま
で
最
長
３
年

間
、
訓
練
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
〝
う
ど
ん
屋
は
う
ど
ん
で
勝
負
！
〞
と

添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い
本
格
的
な
手

打
ち
う
ど
ん
は
瞬
く
間
に
評
判
と
な
り
、

連
日
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
客
が
訪
れ

ま
す
。
調
理
場
は
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ

て
お
り
、
麺
打
ち
な
ど
の
作
業
の
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。「
お
客
様
の
目
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
仕
事
へ
の
使
命
感
は
よ

り
強
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
常
連
さ
ん

の
中
に
は
彼
ら
の
成
長
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
人
も
い
て
、
励
ま
し
の
声
を

掛
け
て
く
れ
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同

社
協
の
福
祉
専
門
員
で
開
店
準
備
か
ら

関
わ
っ
て
い
る
凪な

ぎ
保
憲
さ
ん
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
７
人
。
接
客
を

担
当
す
る
森
り
か
さ
ん
は
「
立
ち
仕
事

で
し
ん
ど
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客

様
と
接
す
る
こ
と
が
楽
し
く
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

う
ど
ん
店
の
経
験
を

次
の
ス
テ
ッ
プ
に

　
毎
日
、
メ
ン
バ
ー
は
生
き
生
き
と
働
い

て
い
ま
す
が
、「
幸
来
」
は
あ
く
ま
で
も

就
労
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
の
場
で
す
。

「
調
理
や
接
客
の
経
験
を
生
か
せ
る
仕
事

に
就
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
凪
さ
ん
。

「
例
え
ば
、
高
齢
者
向
け
の
給
食
作
り
や

そ
の
宅
配
、
地
域
で
定
期
的
に
開
催
す
る

食
堂
な
ど
、
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ
の
活
躍

の
場
を
開
拓
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

続
け
ま
す
。

　
「
幸
来
」
の
店
名
に
は
、
店
に
関
わ
る

全
て
の
人
に
幸
せ
が
来
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

た
ち
が
作
る
自
慢
の
う
ど
ん
は
客
を
幸

せ
に
し
、客
か
ら
の
「
お
い
し
か
っ
た
！
」

の
言
葉
で
彼
ら
は
自
身
の
幸
せ
に
一
歩

一
歩
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

淡
路
市
社
会
福
祉
協
議
会 

就
労
移
行
支
援
事
業
所

「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
幸は

ぴ

来く
る

」
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名物メニューのえびとりぶっかけ（410
円）。大きなえび天とさっくり揚がった鶏も
も肉はコシのある麺との相性もバッチリ

麺打ちもすっかり手慣れたもの

看板とのれんを出して開店の準備を
進めます

そろいのエプロンを着けて客を出迎
えます

�^�u�V�O�r�œ�¾�R
淡路市大谷 176-1
11:00～17:00（日曜休）
TEL/FAX 0799（70）1546

問���]	Ë�•	��§�	�]����TEL 078（362）4379

障害のある方などのための駐車スペースの適正利用に向けて
兵庫ゆずりあい駐車場制度
兵庫県は、障害のある方や難病患者、高齢者、妊産婦、傷病人などで歩行が
困難な方を対象に利用証を交付しています。この利用証を提示して、県内の駐
車施設で〝兵庫ゆずりあい駐車場〞の標示のある駐車スペースを利用すること
ができます。利用証の申し込み、兵庫ゆずりあい駐車場の対象施設などについ
ての問い合わせは県のホームページまたは県障害者支援課へ。
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特集 障害のある人
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心
臓
と
肺
に
疾
患
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

き
た
り
お
（
理
生
）
君
は
、
こ
れ
ま
で
入

退
院
を
３０
回
以
上
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
彼
が
９
歳
に
な
る
ま
で
に
、
お
母

さ
ん
や
周
囲
に
語
っ
た
不
思
議
な
話
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
「
ぼ
く
は
、
自
分
が
大
好
き
だ
。
自
分
の

体
が
、
大
好
き
だ
。
自
分
の
体
、
あ
り
が

と
う
。」
の
一
文
か
ら
は
、
病
気
を
受
け
入

れ
て
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
り
お
君
の

勇
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
締
め
く
く
り
に
掲
載
さ
れ
た
お
母
さ
ん

の
詩
「
あ
り
が
と
う
が
い
っ
ぱ
い
」
は
大

切
な
息
子
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
あ
り
、
ま

た
、
全
て
の
命
に
対
す
る
エ
ー
ル
の
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

き
ず
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜

自
分
を
え
ら
ん
で

生
ま
れ
て
き
た
よ

い
ん
や
く
り
お
著（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

（
日
本
介
助
犬
使
用
者
の
会
会
長
）

木き

村む
ら 

佳よ
し

友と
も

さ
ん

身
体
障
害
者
補
助
犬
の

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て

心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

　

盲
導
犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬
な
ど
、
障

害
の
あ
る
人
の
不
自
由
な
生
活
を
補
助
す

る
犬
を
身
体
障
害
者
補
助
犬
と
い
い
ま
す
。

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
10
月
に
施
行
さ
れ

た
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」
に
よ
っ
て
、

公
共
施
設
や
交
通
機
関
は
も
と
よ
り
、
民
間

の
商
業
施
設
な
ど
で
も
補
助
犬
の
同
伴
が
認

め
ら
れ
、
補
助
犬
の
使
用
者
は
よ
り
積
極
的

に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宝
塚
市
に
住
む
木
村
佳
友
さ
ん
は
交
通
事

故
で
頚
髄
を
損
傷
し
、
下
半
身
ま
ひ
と
手
先

の
自
由
が
利
か
な
い
な
ど
の
障
害
を
負
っ
た

こ
と
で
、
16
年
前
か
ら
介
助
犬
の
力
を
借
り

て
い
ま
す
。
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は

日
本
介
助
犬
使
用
者
の
会
を
立
ち
上
げ
、
介

助
犬
の
使
用
者
同
士
の
交
流
を
図
る
と
と
も

に
、介
助
犬
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
補
助
犬
は
、
使
用
者
の
体
の
一
部
に
な
っ

て
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
補

助
犬
の
行
動
や
健
康
、
衛
生
な
ど
に
細
心
の

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
木
村

さ
ん
の
も
と
に
は
介
助
犬
の
利
用
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
管
理
方
法
や
経

済
的
な
負
担
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て
利
用
を

諦
め
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
「
現
在
、
国
内
に
は
約
１
１
５
０
頭
の
補

助
犬
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人

が
自
由
に
補
助
犬
と
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
に
、
関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携

し
、
補
助
犬
の
普
及
促
進
に
向
け
て
育
成
や

研
究
を
進
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

補
助
犬
へ
の
理
解
を

広
め
る
た
め
に
奔
走

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
施
行
か
ら
10
年

が
た
ち
ま
し
た
が
、「
以
前
は
補
助
犬
を
同

伴
で
き
た
店
で
突
然
、
入
店
を
拒
否
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
普
及
啓
発
の
難
し
さ
を
痛
感

し
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
最
近
、
あ
る
大
学

教
員
に
よ
る
調
査
で
「
身
体
障
害
者
補
助
犬

法
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
」

と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ

は
障
害
の
あ
る
人
に
補
助
犬
が
ど
れ
ほ
ど
必

要
な
存
在
な
の
か
が
、
社
会
に
十
分
に
浸
透

し
て
い
な
い
表
れ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
木
村
さ
ん
は
障
害
の
あ
る
人
と
補
助
犬
を

取
り
巻
く
現
状
を
伝
え
よ
う
と
、
介
助
犬
エ

ル
モ
と
共
に
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
い
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
に
補
助
犬
に
直
接
触
れ

て
も
ら
い
、
補
助
犬
に
対
す
る
理
解
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

こ
の
人
に

聞
く
！

木村さんにとって 2代目の介
助犬〝エルモ〞。指示に従い
新聞を取って渡します

●政府インターネットテレビで身体障害者補助
犬を紹介しています

　http://nettv.gov-online.go.jp/prg/
　prg6301.html

●木村さんのホームページではエルモとの毎
日をつづったブログや日本介助犬使用者の
会の活動などを見られます

　http://homepage3.nifty.com/cynthia/
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クロスワードを解いて、A～Iの文字を順番に並べると、
何という言葉になるでしょう？読者からのお便り

●10月号の高橋貞夫さんの寄稿にあった「何
気ない気づきを大切に」という小見出しが
印象に残りました。人権というと硬く聞こ
えるかもしれませんが、純粋に相手を「思い
やる」ことだと感じました。自分の気持ちを
言葉にできる子どもたちばかりではないの
で、言葉の裏に隠されている気持ちや表情
などのサインに敏感にならないといけない
と日々実感しています。周りの人との関わり
を大切に生活していきたいです。
　（もんたろうさん）

●自分を取り巻くさまざまな環境をバランス
良く取り込み、生活していくことはとても大
切なことです。仕事や家事など方法に工夫
が必要かなと考えています。
　（豊岡市・土井光美さん）

「読者からのお便り」の投稿掲載者（2月号に掲載）とクロスワードの正解者（抽選で20人）にオリジナルコンパクト時計を
プレゼント。本誌「きずな」へのご意見やご感想、人々とのふれあいを通した心温まるエピソードなどを募集しています。
どしどしご投稿、ご応募ください。 ※投稿はペンネームの使用も可能です ※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます

※投稿者と応募者の個人情報は適切に管理し、誌面づくり以外の目的には利用しません

■応募方法・締め切り
はがきかファクス、メールで受け付け。クロスワードの答え、郵便番号・住所、
名前（ペンネームを使用する場合も要併記）、電話番号、年齢、職業、本誌への
ご意見・ご感想を書いてください。1月15日（火）締め切り（必着）
■応募先
〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15 県立のじぎく会館内
（公財）兵庫県人権啓発協会「きずな編集室」
TEL 078（242）5355  FAX 078（242）5360 info＠hyogo-jinken.or.jp

朝食はご飯？それとも○○？
感情などを抑えないで表すこと。「○○○○の喜びよう」
出ることと入ること。「人の○○○が多い家」
相手の立場や気持ちがよく分かること
山の○○○の空遠く幸い住むと人の言う
転んで○○などしないよう気を付けて
混じり気がなく純粋なこと
世の中。「不況の風が○○○に吹く」
一つの道について細部まで詳しく知っている人
社会のリーダーは弱者の○○に耳を傾ける人であってほしい
苦しい立場や境遇
異常な出来事や社会的な事件。「本能寺の○○」

1

2
3
4
5
8
11
12
13
15
1
2
5
6
7
9
10
12
14
15
16
17

〈10月号の答え〉ワークライフバランス

「きずな」のバックナンバーは、当協会または各市町
の人権啓発担当部署にお尋ねください。

お便り掲載者 クロスワード正解者（抽選） オリジナルコンパクト時計をプレゼント！

今年開かれたスポーツの祭典。ゴールボールで日本女子が
金メダルを獲得するなど、多くの感動が記憶に新しいです
見せかけの様子。「○○の良い逃げ口上」
快適な社会生活のために不可欠な○○○フリー
大きな声で励ますこと。「○○○激励」
介護の必要な人を昼間のみ施設で預かり日常生活の世話をすること
心を合わせて何かを一緒にするという間柄にある人
物おじせずに立ち向かう気力。「○○○百倍」
おばあちゃんの○○袋
遠くの親類より近くの○○○
亀の○○より年の○○
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今年はロンドンでオリンピックとパ
ラリンピックが開かれ、兵庫県ゆか
りの選手たちも活躍しました。競技
後のインタビューを見ていて気付い
たのが、どの選手も家族やコーチな
ど自分を支えてくれた人たちへの感

謝の気持ちを真っ先に口にしたことでした。一つのこと
に打ち込み、成果が出るようになるにはとてつもない努
力が必要です。世界の大舞台でひたむきに頑張る姿を私
たちに見せてくれたことに感謝したいです。（田中）

ハーフ
タイム

イベントガイド

神河町人権・
青少年健全育成合同大会

●日時／12月1日（土）8:45～12:00
●場所／神河町中央公民館グリンデルホール　※JR「寺前」駅から徒歩約5分
●内容／人権ポスター・標語・写真の展示と表彰、子どもたちの主張、講演「あーよかったな あなた

がいて～『優しさ』という温かい貯金～」仲島正教さん（教育サポーター） ※手話通訳あり
●問い合わせ／神河町教育課　TEL 0790（34）0212

播磨町こころふれあう町民のつどい
「ヒューマン・ライツ コンサート」

●日時／12月2日（日）13:30～　※申し込み不要
●場所／播磨町中央公民館大ホール　※山陽電鉄「播磨町」駅から徒歩約3分
●内容／全国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会加古川・高砂・稲美・播磨地区予選表彰

式、「ヒューマン・ライツ コンサート～音楽に込められた人々の想いと願い～」演奏：
アンサンブル・サビーナ、解説：松本城洲夫さん

●問い合わせ／播磨町教育委員会生涯学習グループ　TEL 079（435）0565

兵庫県人権擁護委員連合会

第32回全国中学生
人権作文コンテスト
兵庫県大会表彰式、講演会

●日時／12月8日（土）13:00～15:20
●場所／兵庫県民会館11階パルテホール（神戸市中央区）　※神戸市営地下鉄「県庁前」駅すぐ
●内容／全国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会の表彰式と最優秀賞受賞者による朗読、

講演「話し言葉と書き言葉」三上公也さん（ラジオ関西パーソナリティー）
●問い合わせ／神戸地方法務局人権擁護課　TEL 078（392）1821

香美町人権講演会

●日時／12月9日（日）13:30～15:30　※申し込み不要
●場所／香住区中央公民館文化ホール　※JR「香住」駅から町民バス「文化会館前」すぐ
●演題・講師／「人権は人を思いやる心から始まる～なにげない言葉が人を追いつめてしまう

～」山本健治さん（フリーライター）
●問い合わせ／香美町町民課　TEL 0796（36）1110

兵庫県特別支援教育振興会
設立40周年記念事業

●日時／12月13日（木）13:00～17:00　※定員500人、入場無料、要申し込み（先着）
●場所／神戸朝日ホール　※JR・阪神「元町」駅から徒歩約5分
●内容／記念演奏会：前川裕美さん（ピアニスト）、現状報告：藤本裕人さん（国立特別支援教

育総合研究所総括研究員）、記念講演：藤原正彦さん（お茶の水女子大学名誉教授）
●問い合わせ／兵庫県特別支援教育振興会事務局　TEL 078（222）3604

※学齢＝学齢児童生徒

のじぎく文芸賞の入賞者が決定
　平成24（2012）年度のじぎく文芸賞には1,275点（一般の部
170点、学齢児童生徒の部1,105点）の応募がありました。いずれ
劣らぬ力作ぞろいでしたが、下記の通り入賞者が決定しました。

毎年12月3日～9日は
「障害者週間」です
　「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉についての
関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化、そ
の他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めるこ
とを目的として設定されています。

賞名 部門 部 作者名（敬称略） 作品名

最
優
秀
賞

小説 一般 晴　太郎 みんな違う
随想 一般 塚口佳子 消えない虹を、心に抱いて
詩 一般 坂本ユミ子 電車の中で

創作童話 一般 齋藤　尊 魔法のことば

優
秀
賞

小説
一般 高木浩志 緑の帽子のおっちゃん
学齢 森本菜奈絵 君がいたから

随想
一般 小野まゆみ ここに いるよ
学齢 谷垣裕香 おかえり

詩
一般 蔭谷千春 帰省
学齢 村岡芙美 言葉といのち

創作童話
一般 池田勝則 花は咲く
学齢 清水あかり ユキのどんぐり

障害者週間　内閣府 検索▶詳しくは内閣府ホームページへ

毎年12月4日～10日は「人権週間」です
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